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の
あ
る
人
家
が
五
戸
未
満
の
急
傾
斜
地
は
こ
れ
ら
の
二

〜
三
倍
は
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
箇
所
は
豪
雨
に
よ
る
崩
壊
を
想
定
し
て
調
査
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
斜
面
は
地
震
に
対
し
て
も
弱

く
、
大
地
震
が
発
生
す
る
と
崩
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
。

現
在
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
豪
雨
に

よ
る
崩
壊
を
対
象
と
し
て
施
設
の
設
置
な
ど
の
ハ
ー
ド

対
策
と
土
砂
災
害
警
戒
情
報
の
発
表
な
ど
に
よ
る
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
な
ど
の
ソ
フ
ト
な
対
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
地
震
に
対
し
て
は
、
地
震
の
予
知
が

困
難
で
あ
る
状
況
で
は
事
前
の
警
戒
避
難
に
期
待
す
る

こ
と
は
無
理
で
あ
り
、
減
災
を
実
現
す
る
た
め
に
は
事

前
に
ハ
ー
ド
な
対
策
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
大
地
震
に
対
す
る
震
前
対
策
の
工
事
を
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
崖
崩
れ
対
策
は
人
家
の
耐
震

補
強
と
同
様
に
積
極
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
に
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
よ
り
崩
壊

防
止
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
昭
和

三
十
〜
四
十
年
代
に
施
工
さ
れ
た
も
の
に
は
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
も
の
が
あ
り
補
修
や
改
築
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
、
津
波
対
策
と
し
て
、
海
岸
部
の
高
台
に
繋
が
る

斜
面
に
避
難
路
を
設
置
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
避

難
路
が
あ
る
斜
面
自
体
が
地
震
に
よ
り
崩
壊
す
る
危
険

性
も
あ
り
事
前
に
耐
震
対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
道
路
や
鉄
道
沿
い
の
急
斜
面
に
つ
い
て
も
事
前
に

対
策
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
避
難
路
と
な
っ
て
い

る
道
路
が
崖
崩
れ
に
よ
り
通
れ
な
く
な
る
場
合
も
想
定

さ
れ
る
の
で
、
事
前
の
調
査
・
点
検
が
必
要
で
あ
る
。

年
、
豪
雨
に
よ
り
崖
崩
れ
（
急
傾
斜
地
崩
壊
）

が
発
生
し
、
多
数
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
が
、

地
震
に
よ
っ
て
も
崖
崩
れ
が
発
生
す
る
。
平
成
二
十
三

年
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
お
い
て
は
津
波
に
よ

る
被
害
が
大
き
な
割
合
を
占
め
た
が
、
崖
崩
れ
や
地
滑

り
も
一
〇
八
件
発
生
し
、
死
者
は
一
九
名
に
の
ぼ
っ
た
。

中
央
防
災
会
議
（
平
成
十
五
年
）
に
よ
る
「
想
定
東
海

地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
の
震
源
域
が
同
時
に

破
壊
さ
れ
る
場
合
」
の
被
害
想
定
で
は
、
崖
崩
れ
に
よ

る
死
者
は
約
二
、七
〇
〇
人
、
全
壊
棟
数
は
約
二
万 

七
、〇
〇
〇
棟
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
三
〇
年
以

内
に
発
生
す
る
確
率
が
七
〇
％
程
度
と
さ
れ
て
い
る
首

都
直
下
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
（
中
央
防
災
会
議
、
平

成
十
七
年
）
に
お
い
て
、Ｍ
七
・
三
の
東
京
湾
北
部
地
震

が
冬
の
朝
五
時
に
発
生
す
る
場
合
に
は
急
傾
斜
地
崩
壊

（
崖
崩
れ
）
に
よ
り
死
者
が
約
一
、〇
〇
〇
人
、
全
壊
家

屋
が
約
一
万
二
、〇
〇
〇
棟
発
生
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
全
死
者
数
の
一
九
％
、
全
全
壊
家
屋
の

約
五
％
に
あ
た
る
。

  

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
は
、
傾
斜
度
三
〇
度
以
上

で
高
さ
が
五
㍍
以
上
の
急
斜
面
で
、
崩
壊
し
た
場
合
に

五
戸
以
上
の
人
家
、
ま
た
は
官
公
署
、
学
校
、
病
院
等

に
被
害
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
箇
所
の
こ
と
を
さ
す
が
、

全
国
に
は
一
一
万
三
、五
五
七
箇
所
（
平
成
十
四
年
国

土
交
通
省
砂
防
部
調
べ
）
あ
る
。
特
に
、
大
都
市
に
多

く
、
東
京
都
の
区
部
に
は
五
九
二
箇
所
、
横
浜
市
に
は

一
、四
四
五
箇
所
、
横
須
賀
市
に
は
一
、〇
二
七
箇
所
、

川
崎
市
に
は
五
〇
六
箇
所
あ
る
。
ま
た
、
被
害
の
恐
れ
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地震による崖崩れに対する
震前対策を急げ


